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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 本研究では、球殻状タンパク質をテンプレートとして円偏光発光	
 (CPL,	
 Circularly	
 Polarized	
 
Luminescence,	
 CPL)を示す量子ドットを創成し、その発光原理を解明することを目的としている
。特に本提案のクリティカルパスとなる２点を集中突破することで、次世代光ナノ情報分子のブ
レイクスルーを拓くことを狙いとした。H22年度は、（１）球殻状タンパク質をテンプレートに
したCPL発光性量子ドットの創成	
 （２）CPL発光性量子ドットの発光メカニズムの究明に重点を
絞って研究を進めた。	
 
	
 H22年度の成果として、球殻状タンパク質であるフェリチンの内部をキラルなテンプレートと
して利用するバイオミネラリゼーション法を用い、タンパク質に被覆されたCdS量子ドットの合
成に成功した。得られたCdS量子ドットは直接遷移帯および表面欠陥準位のいずれからの発光も
左巻きの円偏光性を示した。さらに、バイオミネラリゼーションによってサイズが制御されたCdS
量子ドットにレーザ照射により直接光酸化することで、タンパク質内のCdS量子ドットのサイズ
および発光特性を制御することに成功した。本成果によって、バイオミネラリゼーションという
ボトムアップ的なテンプレート合成に、トップダウン的な光加工技術を組み合わせるという新し
いナノ加工法を提案することができた。	
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